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Ｏ-8 レクリエーション・観光施設の実態・課題 

 施設概要 

青少年教育施設を 2施設、その他レクリエーション・観光施設を 4施設保有しており、また長野県に宿泊施設を 1

施設保有しています。 

ひなた村は、青少年やその指導者・育成者に対し、団体活動への支援や各種講座・イベントの開催、施設開放な

どを通して、「あそび」と「創造」の場と機会を提供しています。 

小野路宿里山交流館は、小野路の歴史・自然・文化にふれられる拠点施設で、地域住民と来館者との交流を

促進する場として、また小野路の里山を散策する方の休憩の場としてどなたでも無料で利用できます。 

 

〔施設一覧〕 

地域 複合 施設名 面積（㎡） 築年 複合施設等 

市外  町田市自然休暇村 2,894 1989  

相原  大地沢青少年センター 4,438 1990  

本町田 

薬師池 

 
青少年施設ひなた村 2,349 1993 

 

本町田 

薬師池 

 
七国山ファーマーズセンター 326 1993 

 

南  金森市民農園管理棟 30 1994  

忠生  忠生市民農園管理棟 32 1996  

北部の丘陵  小野路宿里山交流館 475 2013  

 

 

 実態と課題 

〔配置〕  公園内や旧宿場町にあり、周辺環境の魅力を活かした配置がされている。 

〔建物〕  築 20年前後の施設がほとんどであり、修繕時期が重なることが想定される。 

〔機能〕  自然休暇村と大地沢青少年センター、大地沢青少年センターとひなた村は一部の機能に重

複がある。 

〔利用〕  利用者数はどの施設も横ばい傾向にある。一部施設は利用者が低迷している。 

〔運営〕  直営が 4施設、指定管理が 3 施設ある。 

〔コスト〕  自然休暇村、大地沢青少年センター、ひなた村の行政費用と収入の差は 1億円以上であ

る。 
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 4 つの視点から 

行政関与の必要性 

 法律等による設置義務はない。  

 特に宿泊施設は関与の必要性が低い。 

 

設置目的との整合性 

 各施設とも当初の設置目的と整合している。 

  大地沢青少年センターは土砂災害特別警戒区域に指定されたため、安全性を考慮する必要がある。 

 

利用状況の妥当性 

 自然休暇村や七国山ファーマーズセンターは利用者数が年間 1万人程度であり、少ない。  

 自然休暇村、青少年センターは、利用者 1 人当たり 1 万円超の費用がかかっているため、受益者負担のあ

り方の見直しや収入源の確保等が求められる。 

 

施設の代替性 

 宿泊施設は民間による多様な施設が全国に存在し、代替が可能。 

 青少年センターの日帰り機能とひなた村の機能が重複している。 

 民間の市民農園がある。  

〔現状・課題のまとめ〕 

いずれも法律等による設置義務は無い施設であり、相対的に行政関与の必要性が低い施設が多くなっ

ています。利用状況については横ばいで、集客施設の中には低迷している施設も見られます。宿泊施設

は民間による多様な施設が全国に存在すること、市民農園についても民間が開設・運営するものがあり、

代替が可能です。また、自然休暇村、青少年センターは、利用者 1 人当たり 1万円超の費用がかかって

います。既に指定管理制度を導入している施設を含め、全ての施設について更に民間の発想やノウハウを

取り入れながら集客力を高め、効果的で効率的な運営を実現することが課題です。なお、大地沢青少年

センターは土砂災害防止法の特別警戒区域等に指定されたため、施設の抜本的な見直しが必要になっ

ています。 
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⊳Ｏ-8 レクリエーション・観光施設の今後の方向性 

 

 再編後のイメージ例 

☆彡 

 民間活力の導入や更なる活用により、これまで以上に満足度の高い施設へ転換し、レクリエーションや観

光施設として賑わう場としていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の方向性 

事業の見直しや複合化・多機能化等により建物総量の圧縮を図る一方、民間や市民等の活力によりさらなる魅

力向上や運営の効率化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携 ＰＰ 複・多 
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～こんな取り組みも始まっています～ 

 

千葉市豊砂公園、静岡県富士山こどもの国 

民間事業者が主体となって公園施設を管理することにより、利用者の増加、賑わいの創出な

どが実現されています。 

  

 

 

 

 

 

参考 

 

【富士山こどもの国】富士サファリパークを運営する民間事業

者が指定管理者として運営、自然を活かした多様な遊び、

自然の豊かさを学ぶ場、地域や利用者が交流できる場等の

提供がなさ、利用者を増やした。 

【豊砂公園】大型スーパー事業者が、千葉市から管理許可

を受けて、周辺の商業施設と一体となって公園を運営すると

ともに、イベントの開催による収益を維持管理費の財源に活

用している。 


